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研究成果の概要（和文）：脳神経倫理学（神経科学がもつ社会的・学問的インパクトを統制する
ための基礎理論として構築されつつある応用倫理学の一分野のこと）に関する文献資料の調査
を行い、その成果を論文・口頭で発表した。また、脳神経倫理学や脳神経科学研究およびその
近接領域をテーマとしたシンポジウム・講演会を毎年開催し、各分野の専門家と議論しながら、
その現状把握に努め、活発な意見交換を行った。 
 
研 究 成 果 の 概 要 （ 英 文 ）： We investigated the document material concerning the 
neuroethics(one field of applied ethics being constructed as basic theory to control 
social, academic impact of neuroscience), and the results were announced by the research 
paper and oral. The symposia and the lecture meetings whose theme were the neuroethics, 
the neuroscience research and the adjacent areas, were held every year and the lively 
traffic in ideas was done to the grasp of the actual situation while discussing with the 
experts in each field. 
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１．研究開始当初の背景 
脳神経倫理学とは、神経科学がもつ社会的、

学問的インパクトを統制するための基礎理
論として構築されつつある応用倫理学の一
分野を指している。現在日本では神経科学を
実践応用し、産業化しようとする動きが活発
になっているが、それに伴い、神経科学の実
践的応用に伴う倫理的問題に対する関心が
高まっている。本研究は、人文社会科学的見

地からこうした現状に応答するために、脳神
経倫理学を本格的に日本に導入し、その学問
的基礎を確立することをめざすものである。 
 
２．研究の目的 
本研究の実施にあたっては、脳神経倫理学

の学問的特質の明確化および神経科学がも
つ社会的インパクトの制御可能性の検討を
研究項目とする。この二つの研究項目を実施
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することにより、脳神経倫理学の理論的基礎
の確立をはかる。 
 
３．研究の方法 
脳神経倫理学の学問的な基礎を確立する

ことを企図し、脳神経倫理学に関する文献資
料の調査を行い、その成果の一部を論文・口
頭で発表する。 

さらに脳神経倫理学・脳科学分野の研究者
を招聘し、シンポジウムや講演会を開催する
ことで、意見交換を行いつつ、各分野に関す
る知識を深める。 
 また当研究プロジェクトを紹介するウェ
ブサイトや「脳神経倫理ポータルサイト」等
を通じて、プロジェクトの研究成果を発表し、
研究会やシンポジウムの情報を紹介など脳
神経倫理学に関する情報を積極的に社会へ
発信する。 
 
４．研究成果 
初年度は脳神経倫理学に関する文献資料

調査を主要な作業としつつ、研究会と海外研
究者による講演会を開催した。 
第一回研究会（2008 年 9 月 28 日）では、

石井加代子氏（文部科学省科学技術政策研究
所主任研究官）と研究分担者の河野哲也がそ
れぞれ脳科学研究の現状と道徳の自然化を
テーマに発表を行った。第二回研究会（2009
年 3月 1 日）では、連携研究者の稲葉一人が
司法分野での脳科学の利用をめぐる議論を
提起し、吉田明氏（自然科学研究機構生理学
研究所）が国内外の脳神経科学研究の現状を、
福士珠美氏（JST/RISTEX）と磯部太一氏（東
京大学）が脳神経倫理学の国際的な研究動向
を紹介した。 
また海外研究者講演会（2008年 11月 15日）

ではモントリオール臨床研究研究所のエリ
ック・ラシーヌ氏を招聘した。カナダにおけ
る脳神経倫理学の動向、エンハンスメント、
ニューロイメージングの三点をテーマとし
て講演が行われ、活発な議論が展開された。 
 つづく 2009年度は、2008年度研究成果に基
づき脳神経倫理学の本格的な展開に努め、そ
の具体的な実践として「「社会脳」を考える
―社会性の脳科学と社会―」（2009年 7 月 25
日）および「神経科学の「実力」と「衝撃力」
―脳科学神話の検討」（2010 年 2月 20日）の
二つのシンポジウムを開催した。前者では、
藤井直敬氏（理化学研究所）、定藤規弘氏（自
然科学研究機構・生理学研究所）に講演を依
頼し、「社会脳」をキーワードとして、社会
認知や社会行動に関する脳科学研究につい
て学際的な議論を行った。後者では川端秀明
氏（慶應義塾大学文学部）、永澤哲氏（京都
文教大学人間学部）に講演を依頼し、神経科
学の近接領域として昨今大きな注目を集め
つつある「神経美学」や「神経神学」等に関

する討議を展開した。 
 最終年度の 2010 年度は、脳神経倫理学の
近接分野の専門家を招聘し、講演会を開催し
た。脳科学と教育をテーマとして西牧謙吾氏
（国立特別支援教育総合研究所）、脳科学と
医学をテーマとして坂井克之氏（東京大学大
学院医学系研究科）、脳神経政治をテーマと
して加藤淳子氏（東京大学大学院法学・政治
学研究科）にそれぞれ講演を依頼し、各分野
の現状把握に努め、活発な意見交換を行った。 
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